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 アゾポリマー薄膜は光強度に応じた凹凸のレリーフを形成する光記録材料として知られ

ている。光を照射すると、光異性化反応を介して質量移動が起こり、表面レリーフが形成さ

れる。螺旋状波面に由来する軌道角運動量とドーナツ型の強度分布を持つ円偏光光渦[1]を

アゾポリマーに照射すると光の強度分布ではなく波面の構造を反映したカイラルレリーフ

が形成されることが明らかとなった[2]。本講演では、軌道角運動量を持たない円偏光のス

ピン角運動量だけでもカイラルレリーフを形成できることを実験的に検証したので報告す

る。 

 光源には Nd:YVO₄レーザーの第二高調波(出力 2，波長 532nm)を用いた。さらに、スピ

ン角運動量を付与するために1/4波長板を用いて円偏光にした。使用したアゾポリマーPoly-

Orange-Tom1 Isophrone diisocynate(POT)は、波長330~550nmの光に対して吸収を示す。 

 図 1 は円偏光ガウシアンビームをアゾポリマー薄膜に照射した表面レリーフの AFM 画

像である。(a)は s=1，(b)は s=-1 ある。図 1 のフルエンスは 6kw/cm²とした。 円偏光ガウシ

アンビームでカイラルレリーフが形成されることが確認できる。さらに露光を続けると、こ

のようなカイラル構造は消滅し、単なる突起状のレリーフになる。 
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図 1 AFM 画像(a)s=1，(b)s=-1 
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